
私
に
与
え
ら
れ
た
課
題
は
、
「
日
本
の
伝
統
と
外
来
思
想
」
と
い
う
メ
イ
ン

テ
ー
マ
を
め
ぐ
っ
て
、
近
世
に
お
け
る
儒
教
と
神
道
に
つ
い
て
論
ぜ
よ
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
儒
家
神
道
の
思
想
を
取
り
上
げ
、
中
世
神
道

と
の
連
続
性
と
非
連
続
性
の
問
題
を
軸
に
し
な
が
ら
儒
家
神
道
の
思
想
と
そ
の

論
理
を
検
討
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
こ
の
課
題
に
答
え
た
い
。

周
知
の
如
く
、
神
道
思
想
の
主
た
る
潮
流
は
、
宋
学
の
本
格
的
受
容
を
契
機

と
し
て
、
安
土
桃
山
か
ら
江
戸
初
期
を
境
に
、
神
仏
習
合
思
想
を
基
盤
と
す
る

も
の
か
ら
、
神
儒
一
致
に
基
礎
を
置
く
も
の
へ
と
大
き
な
転
換
を
示
し
て
い

る
。
こ
の
両
者
を
媒
介
す
る
も
の
と
し
て
吉
田
神
道
に
新
局
面
を
開
い
た
清
原

宣
賢
の
神
道
思
想
が
あ
っ
た
こ
と
も
ま
た
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ

（
。
上
）

る
。
同
時
に
、
南
北
朝
時
代
の
北
畠
親
房
や
慈
遍
の
神
道
思
想
の
中
に
す
で

に
、
儒
教
倫
理
や
王
道
思
想
を
神
道
の
中
に
摂
取
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
っ

た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
中
世
神
道
と
近
世
神
道
と
の
関
係
は
一

面
に
お
い
て
連
続
性
を
も
つ
が
、
そ
の
一
方
で
、
仏
家
神
道
は
も
と
よ
り
、
そ

儒
家
神
道
に
お
け
る
儒
教
摂
取
の
思
想
と
論
理

ｌ
羅
山
・
延
佳
・
惟
足
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ

の
連
続
性
が
認
め
ら
れ
る
吉
田
神
道
と
の
間
に
お
い
て
も
、
儒
家
神
道
は
、
そ

の
実
現
し
よ
う
と
す
る
世
界
の
あ
り
方
に
お
い
て
、
か
な
り
の
相
違
を
見
て
取

（
の
る
）

る
こ
と
が
で
き
る
。

中
世
か
ら
近
世
へ
、
神
道
思
想
も
ま
た
大
き
な
転
換
を
遂
げ
て
い
く
が
、
そ

こ
で
の
思
想
の
連
続
と
非
連
続
の
関
係
の
検
証
は
、
宋
学
の
本
格
的
流
入
と
伝

統
思
想
と
の
関
係
の
あ
り
方
を
探
る
こ
と
で
も
あ
る
。
本
稿
で
は
林
羅
山
（
一

五
八
三
’
一
六
五
七
）
、
度
会
延
佳
（
一
六
一
五
’
九
○
）
、
吉
川
惟
足
（
一
六

一
六
’
九
四
）
と
い
う
三
人
の
代
表
的
な
儒
家
神
道
家
を
取
り
上
げ
、
そ
の
神

道
思
想
に
お
け
る
神
儒
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。
こ
の

う
ち
羅
山
は
他
の
二
人
よ
り
か
な
り
早
い
世
代
に
属
す
る
が
、
残
る
二
人
は
ほ

と
ん
ど
同
世
代
で
あ
る
。
林
羅
山
を
神
道
家
と
し
て
論
じ
る
こ
と
に
つ
い
て
は

異
論
も
あ
ろ
う
が
、
彼
の
神
道
思
想
は
切
紙
伝
授
の
存
在
に
よ
っ
て
も
分
か
る

よ
う
に
か
な
り
本
格
的
で
あ
っ
て
、
決
し
て
儒
者
の
余
技
に
と
ど
ま
る
も
の
で

（
３
）

は
な
か
っ
た
。
ま
た
儒
家
神
道
の
先
陣
を
切
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
も
検
討
の

対
象
か
ら
除
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

延
佳
、
惟
足
、
そ
し
て
闇
斎
の
三
人
は
ほ
と
ん
ど
同
時
代
で
、
彼
等
以
後
儒

高
橋
美
由
紀

一



［
羅
山
の
理
当
心
地
神
道
（
王
道
神
道
）
］

ま
ず
、
神
観
念
に
つ
い
て
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
次
の
三
点
に
要
約
で
き

〉
（
》
●一

、
神
々
は
宇
宙
に
遍
満
し
万
物
を
支
え
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
神
々
は
根
源
の

神
で
あ
る
国
常
立
尊
の
分
身
で
あ
る
。

神
〈
天
地
ノ
根
、
万
物
ノ
体
ナ
リ
。
（
『
神
道
伝
授
抄
』
神
之
根
本
の

（
４
号
）

条
）

天
地
ひ
も
く
る
時
の
神
を
国
常
立
尊
と
申
し
、
天
神
七
代
の
第
一
な

り
。
此
一
神
分
身
し
て
諸
神
の
総
体
と
な
る
。
た
と
へ
は
天
上
の
月
は

一
輪
に
て
、
よ
る
つ
の
水
に
皆
そ
の
影
を
う
つ
す
か
こ
と
し
。
（
『
神

道
伝
授
紗
』
一
神
即
八
百
万
神
の
条
）

二
、
か
か
る
神
な
の
存
在
の
あ
り
方
は
宋
学
の
宇
宙
論
に
合
致
す
る
。

国
常
立
尊
、
一
に
曰
く
天
御
中
主
尊
。
古
人
の
口
訣
に
云
く
、
八
百
万

神
即
一
神
、
一
神
即
八
百
万
神
。
今
按
ず
る
に
、
万
物
五
行
よ
り
生

ず
。
五
行
は
即
ち
一
陰
陽
な
り
。
陰
陽
は
即
ち
太
極
也
。
太
極
は
も
と

是
れ
無
極
な
り
。
こ
こ
に
於
て
此
尊
の
奥
義
以
て
見
る
べ
し
。
（
『
文

（
Ｅ
Ｊ
）

集
』
六
十
九
）

此
一
神
千
変
万
化
シ
テ
、
ア
ラ
ュ
ル
諸
神
ト
ナ
ル
コ
ト
、
一
気
分
レ
テ

陰
陽
ト
ナ
リ
、
陰
陽
分
レ
テ
五
行
ト
ナ
リ
、
五
行
相
生
相
尅
シ
テ
、
万

家
神
道
は
新
し
い
思
想
的
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
儒

家
神
道
は
近
世
前
期
を
特
徴
づ
け
る
思
想
運
動
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
以

下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神
道
思
想
の
概
要
を
述
べ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

一
一

（
Ｒ
ｕ
）

物
ヲ
生
ス
ル
ノ
理
ナ
リ
。
（
『
折
中
俗
解
』
国
常
立
尊
の
条
）

三
、
神
代
巻
の
天
神
七
代
の
神
統
譜
も
宋
学
の
宇
宙
論
そ
の
も
の
で
あ
る
。

今
按
ス
ル
ニ
、
天
神
七
代
〈
、
一
気
運
動
ノ
次
第
ヲ
以
テ
云
コ
ト
也
。

（
『
折
中
俗
解
』
天
神
七
代
の
条
）

こ
の
よ
う
な
神
観
念
の
上
に
立
っ
て
、
羅
山
は
神
道
と
儒
道
の
一
致
を
主
張

す
る
。

或
人
問
ふ
、
神
道
と
儒
道
と
如
何
ぞ
こ
れ
を
別
た
ん
と
。
曰
く
、
我
よ

り
こ
れ
を
観
れ
ば
理
は
一
の
み
。
そ
の
為
（
わ
ざ
）
異
な
る
の
承
。

（
『
文
集
』
六
十
六
）

で
は
、
神
儒
一
致
の
立
場
か
ら
把
握
さ
れ
た
彼
の
い
う
神
道
と
は
い
か
な
る
も

の
か
。
容
易
に
予
測
し
う
る
で
あ
ろ
う
よ
う
に
、
そ
れ
は
一
つ
に
は
治
世
の
要

道
で
あ
り
、
そ
し
て
一
つ
に
は
道
徳
的
な
道
で
あ
る
。

ま
ず
、
第
一
の
点
。

蝿
は
仁
に
象
る
な
り
。
剣
は
勇
に
象
る
な
り
。
鏡
は
智
に
象
る
な
り
。

も
と
此
の
三
徳
を
具
ふ
る
者
は
神
明
な
り
。
そ
れ
心
は
神
明
の
舎
な

り
。
既
に
三
徳
を
具
ふ
る
と
き
は
則
ち
神
豈
遠
か
ら
ん
や
。
（
『
文
集
』

六
十
九
）

神
道
は
治
世
の
道
（
王
道
）
で
あ
り
、
そ
の
要
諦
は
三
種
神
器
に
象
徴
的
に
示

さ
れ
て
い
る
。
即
ち
そ
れ
は
儒
教
的
徳
治
主
義
に
も
と
づ
く
政
治
で
あ
る
。
神

道
が
為
政
者
に
と
っ
て
の
治
政
の
道
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
被
治
者
に
と
っ
て
の

神
道
が
そ
の
よ
う
な
政
治
に
対
応
し
う
る
儒
教
的
徳
目
の
実
践
と
さ
れ
る
こ
と

は
見
易
い
道
理
で
あ
ろ
う
。
羅
山
が
、

善
ヲ
シ
リ
テ
ヲ
コ
ナ
イ
、
悪
ヲ
シ
リ
テ
セ
ス
。
君
二
忠
ア
リ
、
父
二
孝

ア
リ
。
タ
カ
キ
イ
ャ
シ
キ
ノ
シ
ナ
ヲ
シ
ル
。
昔
ヨ
リ
末
代
一
一
イ
タ
ル
マ

一
一



テ
、
イ
ッ
レ
カ
マ
コ
ト
ナ
ラ
サ
ラ
ン
。
コ
レ
ヲ
神
道
ノ
実
理
ト
イ
フ
。

（
『
神
道
伝
授
抄
』
神
道
之
実
理
の
条
）

と
説
い
て
、
儒
教
倫
理
の
中
で
も
と
り
わ
け
忠
孝
の
徳
目
を
「
神
道
の
実
理
」

と
し
て
強
調
す
る
所
以
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
羅
山
は
儒
教
倫
理
の
実
践
と
神
道
的
清
浄
観
と
を
結
び
つ
け
る
。

す
な
わ
ち
、
彼
に
よ
れ
ば
大
切
な
の
は
こ
の
道
徳
の
実
践
主
体
と
し
て
の
心
の

あ
り
方
で
あ
る
。
神
道
が
伝
統
的
に
強
調
し
て
き
た
心
の
清
ら
か
さ
と
は
儒
教

倫
理
に
か
な
う
心
の
あ
り
よ
う
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
祓
と
は
人
間
の
道
徳
性

の
回
復
を
い
う
。
人
間
の
道
徳
的
実
践
の
根
拠
は
理
で
あ
り
、
そ
れ
は
心
に
宿

る
か
ら
で
あ
る
。
羅
山
が
自
ら
の
神
道
を
理
当
心
地
神
道
と
称
す
る
所
以
で
あ

マ
（
》
◎

ア
ャ
マ
チ
ヲ
悔
テ
ア
ラ
タ
メ
テ
善
ト
ナ
ル
ヲ
祓
ト
云
。
ア
ヤ
マ
チ
ヲ
ア

ラ
タ
ム
ル
ヲ
神
ハ
ウ
ヶ
タ
マ
フ
ナ
リ
。
（
『
神
道
伝
授
抄
』
祓
之
事
の

条
）

心
ノ
上
ニ
テ
イ
ヘ
ハ
、
智
〈
清
ナ
リ
。
愚
〈
濁
ナ
リ
。
正
シ
キ
智
〈
情

ナ
リ
。
ヨ
コ
シ
マ
ナ
ル
智
〈
濁
ナ
リ
。
慈
悲
〈
情
ナ
リ
。
慨
貧
〈
濁
ナ

リ
。
ス
ク
ナ
ル
ハ
清
ナ
リ
。
マ
カ
レ
ル
ハ
濁
ナ
リ
。
道
ヲ
ヲ
コ
ナ
フ
ハ

清
ナ
リ
。
無
道
ナ
ル
ハ
濁
ナ
リ
。
忠
孝
〈
清
ナ
リ
。
不
忠
不
孝
〈
濁
ナ

リ
。
善
〈
清
ナ
リ
。
悪
〈
濁
ナ
リ
。
此
等
ノ
事
ヲ
ヲ
コ
ナ
フ
ハ
身
ノ
清

ナ
リ
。
ヲ
コ
ナ
ハ
サ
ル
ハ
身
ノ
濁
ナ
リ
。
此
等
ノ
事
ヲ
思
う
〈
心
ノ
清

ナ
リ
。
思
ハ
サ
ル
ハ
心
ノ
濁
ナ
リ
。
心
情
ケ
レ
ハ
身
モ
清
シ
・
心
濁
レ

ハ
身
モ
濁
ル
。
惣
シ
テ
濁
〈
稜
ナ
リ
。
故
二
神
ハ
ヶ
ヵ
レ
ヲ
キ
ラ
上
給

フ
。
（
『
神
道
伝
授
紗
』
稜
之
事
の
条
）

と
も
あ
れ
、
羅
山
の
神
道
説
は
基
本
的
に
は
「
帝
御
一
人
し
る
し
め
す
」
為

政
者
の
道
で
あ
り
、
儒
教
的
徳
治
主
義
に
も
と
づ
く
王
道
政
治
そ
の
も
の
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
被
治
者
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
に
し
て
も
、
そ
れ
は
か
か
る
王

道
政
治
に
応
え
る
存
在
と
し
て
の
人
間
の
あ
り
方
と
い
う
範
囲
内
で
の
こ
と
な

の
で
あ
る
。一

理
当
心
地
神
道

此
神
道
〈
則
王
道
ナ
リ
。
心
ノ
外
二
別
ノ
神
ナ
ク
別
ノ
理
ナ
シ
。
心
キ

ョ
ク
明
ナ
ル
ハ
神
ノ
光
ナ
リ
。
行
跡
正
シ
キ
ハ
神
ノ
ス
ヵ
タ
ナ
リ
。
政

ノ
オ
コ
ナ
ハ
ル
、
〈
神
ノ
徳
ナ
リ
。
国
家
オ
サ
マ
ル
ハ
神
ノ
カ
ナ
リ
。

是
〈
天
照
大
神
ヨ
リ
相
伝
マ
シ
マ
シ
テ
、
神
武
天
皇
以
来
代
々
ノ
帝
王

御
一
人
シ
ロ
シ
メ
ス
事
ナ
リ
。
含
神
道
伝
授
抄
』
神
道
之
奥
義
の
条
）

［
延
佳
の
神
道
論
］

延
佳
は
羅
山
や
惟
足
と
異
な
り
、
伊
勢
外
宮
の
神
官
と
い
う
立
場
か
ら
そ
の

思
想
を
形
成
し
た
。
彼
の
神
道
思
想
の
特
色
と
し
て
は
、
血
脈
の
論
理
に
支
え

ら
れ
た
自
国
中
心
主
義
と
な
ら
ん
で
日
用
生
活
の
道
と
し
て
の
神
道
の
主
張
が

あ
げ
ら
れ
る
。
か
か
る
神
道
の
捉
え
方
に
は
、
儒
教
思
想
の
影
響
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
伊
勢
信
仰
の
庶
民
化
に
伴
う
太
神
宮
信
仰
の
高
ま
り
と
い
う
時
代
状

況
が
反
映
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
彼
の
神
道
思
想
の
要
点
を
個

（
ワ
Ｉ
）

条
書
き
で
列
挙
す
る
。

一
、
神
道
は
神
国
た
る
日
本
の
固
有
の
道
で
あ
り
、
上
下
万
民
の
従
う
べ
き
日

用
の
道
で
あ
る
。

神
道
と
申
は
神
代
よ
り
此
国
の
道
な
れ
ば
、
朝
廷
に
と
ど
ま
り
可
〆
申

事
な
り
。
（
中
略
）
神
道
と
云
は
日
本
の
主
の
御
身
に
行
ひ
た
ま
ひ
て

万
民
ま
で
に
教
た
ま
ふ
道
な
り
。
我
朝
は
神
国
に
て
君
は
神
喬
に
ま
し

ま
し
、
万
民
は
神
国
の
民
な
れ
ど
も
、
末
代
と
な
り
て
道
の
み
神
道
に

一
一
一



は
あ
ら
ず
、
異
国
の
道
な
る
事
口
惜
こ
そ
侍
れ
。
（
『
太
神
宮
神
道
或

問
』
）

神
道
と
云
は
上
一
人
よ
り
下
万
民
ま
で
行
ふ
旦
暮
の
道
な
り
。
天
神
地

神
よ
り
相
伝
の
中
極
の
道
を
根
と
し
て
行
ふ
時
は
、
日
用
の
間
神
道
な

ら
ず
と
云
事
な
し
。
さ
し
て
是
は
神
道
な
り
と
一
々
指
南
に
及
ぶ
べ
き

道
に
は
あ
ら
ず
。
（
『
太
神
宮
神
道
或
問
』
）

神
道
と
云
は
、
前
に
も
申
様
に
上
一
人
よ
り
下
万
民
ま
で
、
毎
日
身
に

行
ふ
行
住
坐
臥
に
あ
る
道
也
。
祭
祀
と
て
も
神
道
の
外
に
て
は
な
く
、

神
道
の
第
一
と
し
て
重
く
す
る
事
な
り
。
（
『
太
神
宮
神
道
或
問
』
）

二
、
神
道
の
内
実
は
、
日
々
の
振
舞
が
中
正
（
中
極
）
を
得
、
五
倫
、
五
常
に

か
な
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
神
道
と
云
は
、
人
々
日
用
の
間
に
あ
り
て
、
一
事
と
し
て
神
道
あ

ら
ず
と
云
事
な
し
。
君
神
道
を
以
下
に
の
ぞ
ゑ
た
ま
ふ
時
は
仁
君
な

り
。
臣
神
道
を
以
君
に
つ
か
へ
奉
る
と
き
は
忠
臣
也
。
父
神
道
を
以
子

を
や
し
な
ふ
時
は
慈
父
な
り
。
子
神
道
を
以
父
母
に
つ
か
ふ
る
と
き
は

孝
子
也
。
夫
婦
・
兄
弟
・
朋
友
の
間
も
神
道
を
以
ま
じ
は
る
事
ぞ
か

し
。
其
外
飲
食
す
る
に
も
神
道
あ
り
。
手
を
挙
る
に
も
、
足
を
挙
る
に

も
神
道
あ
ら
ず
と
云
事
な
し
。
（
『
陽
復
記
』
）

三
、
神
道
と
儒
教
と
の
一
致
は
、
（
ァ
）
神
代
巻
の
記
述
が
易
の
教
え
に
合
致

す
る
こ
と
、
（
イ
）
三
種
神
器
が
智
・
仁
・
勇
の
三
徳
を
象
徴
し
て
い
る

こ
と
、
等
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
天
地
自
然
の
道
」
は
国
を

越
え
て
共
通
す
る
か
ら
で
あ
る
。

此
国
常
立
尊
よ
り
三
代
は
一
神
づ
つ
化
生
し
給
の
よ
し
、
日
本
紀
に
見

え
侍
る
。
し
か
る
を
此
三
神
は
、
易
乾
卦
の
奇
交
を
表
し
て
か
く
し
る

す
な
ら
ん
と
云
人
あ
れ
ど
さ
に
は
あ
ら
ず
。
我
国
の
む
か
し
よ
り
語
り

伝
た
る
事
の
、
を
の
づ
か
ら
易
に
か
な
ふ
故
に
、
神
書
を
撰
べ
る
人
の

易
と
付
会
し
た
る
こ
と
ば
あ
り
。
日
本
の
神
聖
の
跡
、
唐
の
聖
人
の
書

に
符
を
合
せ
た
る
事
は
い
か
が
と
思
ふ
く
け
れ
ど
、
天
地
自
然
の
道
の

か
の
国
こ
の
国
ち
が
ひ
な
き
、
是
ぞ
神
道
な
る
べ
き
。
（
『
陽
復
記
』
）

此
三
種
の
神
宝
は
、
智
仁
勇
の
三
徳
を
表
し
た
る
と
ふ
る
き
伝
あ
る
に

ぞ
、
孔
子
の
道
は
我
国
の
神
道
に
ひ
と
し
き
道
と
お
も
は
る
。
或
は
玉

は
柔
に
と
り
、
剣
は
剛
に
と
り
、
鏡
は
正
直
に
と
り
て
、
柔
剛
正
直
の

教
に
同
じ
と
親
房
卿
の
作
の
東
家
秘
伝
と
い
ふ
物
な
ど
に
は
か
か
れ
た

り
。
是
も
む
か
し
よ
り
伝
る
所
の
あ
れ
ば
な
る
べ
し
。
し
か
れ
ば
か
の

洪
範
も
我
神
道
に
ひ
と
し
き
か
。
（
『
陽
復
記
』
）

四
、
し
か
し
、
神
国
に
生
を
受
け
、
神
の
血
脈
を
受
け
継
ぐ
天
皇
お
よ
び
将
軍

を
い
た
だ
く
日
本
人
は
、
神
道
を
根
本
の
教
え
と
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
し

て
皇
統
の
不
易
が
象
徴
す
る
ご
と
く
道
は
こ
の
日
本
に
お
い
て
実
現
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
神
道
こ
そ
が
「
最
上
の
道
」
な
の
で
あ
る
。

か
く
神
道
・
儒
道
其
旨
一
な
れ
ば
、
其
逆
に
よ
り
て
修
す
る
教
の
か
は

る
所
は
あ
る
ま
じ
け
れ
ど
も
、
異
国
と
我
国
と
制
度
文
為
は
ち
が
ひ
め

有
。
（
中
略
）
神
国
に
生
れ
た
る
人
は
神
代
の
む
か
し
を
思
ひ
、
国
法

の
古
を
し
た
ふ
こ
そ
儒
道
に
も
本
意
な
ら
め
。
（
『
陽
復
記
』
）

、

我
国
は
天
地
開
關
、
国
常
立
尊
・
天
照
太
神
よ
り
相
伝
せ
る
神
道
に
て

御
血
脈
も
今
上
皇
帝
ま
で
相
続
し
給
ひ
、
幕
下
は
清
和
天
皇
の
御
苗
商

に
ま
し
ま
せ
ぱ
、
公
武
と
も
に
国
常
立
尊
・
天
照
太
神
の
御
血
脈
、
神

道
の
血
脈
は
是
に
過
た
る
事
あ
る
べ
き
や
。
（
『
太
神
宮
神
道
或
問
』
）

五
、
日
本
人
と
し
て
日
本
の
道
で
あ
る
神
道
を
根
本
と
す
る
心
、
即
ち
「
忠
厚

四



の
心
」
が
し
っ
か
り
と
確
立
し
て
い
れ
ば
、
儒
仏
を
尊
び
神
道
の
輔
翼
と

し
て
用
い
る
こ
と
は
さ
し
つ
か
え
な
い
。

我
国
の
神
道
に
易
道
は
同
じ
と
見
る
こ
そ
忠
厚
の
道
な
ら
め
、
易
道
に

神
道
は
同
じ
き
と
い
ふ
は
い
か
が
と
思
ひ
侍
る
。
（
『
陽
復
記
』
）

天
御
中
主
尊
よ
り
相
伝
の
中
極
の
道
な
れ
ば
、
今
の
仏
道
も
儒
道
も
た

壁
其
ま
入
に
て
、
忠
厚
の
心
を
以
て
日
本
国
を
主
と
し
て
中
極
の
道
を

行
ふ
時
は
、
儒
道
も
神
道
と
成
、
仏
道
も
神
道
と
成
な
り
。
（
中
略
）

中
極
の
道
を
以
て
時
に
し
た
が
ひ
て
、
日
本
国
の
神
道
を
根
本
と
し
て

偏
僻
の
心
な
く
行
ひ
、
儒
道
な
ら
ば
真
儒
を
尊
び
、
仏
道
な
ら
ば
清
浄

の
比
丘
を
尊
で
、
少
に
て
も
倭
国
の
神
道
に
混
ぜ
ず
し
て
、
柳
は
み
ど

り
の
色
に
、
花
は
紅
の
色
に
、
他
の
色
を
雑
ず
し
て
た
だ
其
ま
ま
に
行

ひ
て
時
節
に
相
応
し
て
、
た
と
へ
ぱ
神
代
は
夏
、
今
は
冬
な
ら
ば
、
神

代
の
夏
に
著
た
り
と
て
単
衣
を
か
か
は
り
著
ず
し
て
、
当
世
の
冬
の
か

さ
ね
ぎ
す
る
が
神
道
な
り
。
（
『
太
神
宮
神
道
或
問
』
）

こ
れ
を
要
す
る
に
、
延
佳
の
説
く
神
道
と
は
、
正
直
な
心
に
も
と
づ
く
中
道

を
実
践
し
各
人
が
そ
れ
ぞ
れ
置
か
れ
た
立
場
立
場
に
お
い
て
そ
の
職
分
を
尽
く

し
、
厚
く
神
女
を
信
じ
神
恩
を
感
謝
し
つ
つ
生
き
て
い
く
生
活
の
道
な
の
で
あ

る
。

天
御
中
主
神
の
中
極
の
道
を
神
道
と
云
事
な
れ
ば
、
中
道
を
修
行
し
、

正
直
の
御
教
を
信
じ
て
任
二
本
心
一
し
、
叉
従
レ
正
以
為
二
清
浄
一
、
随
修
悪

以
為
二
不
浄
一
、
と
の
神
記
を
恐
れ
て
、
起
居
動
静
に
心
の
塵
を
去
り
、

無
二
黒
心
一
以
二
丹
心
一
清
潔
斎
慎
、
左
物
を
右
に
移
さ
ず
、
右
物
を
左
に

移
さ
ず
、
左
を
左
と
し
、
右
を
右
と
せ
よ
、
と
の
御
教
を
守
り
て
、
天

下
の
主
に
て
ま
さ
ば
、
天
下
万
民
を
あ
わ
れ
承
給
ひ
て
、
君
上
の
御
職

分
を
つ
く
し
給
ひ
、
諸
臣
下
は
右
の
御
教
を
守
り
て
、
忠
を
つ
く
し
て

君
に
つ
か
へ
た
て
ま
つ
り
、
一
国
一
家
の
上
下
も
亦
か
く
の
ご
と
く
、

父
子
・
夫
婦
・
兄
弟
・
朋
友
も
彼
御
教
を
守
り
て
、
父
子
・
夫
婦
・
兄

弟
・
朋
友
の
す
べ
き
道
を
つ
く
し
、
士
農
工
商
ま
で
も
彼
御
教
に
順
ひ

て
其
職
を
つ
と
む
る
を
、
左
を
左
と
し
、
右
を
右
と
す
と
申
な
り
。

（
『
太
神
宮
神
道
或
問
』
）

［
惟
足
の
理
学
神
道
］

吉
田
神
道
の
道
統
を
継
承
し
、
そ
の
近
世
化
を
計
っ
た
の
が
吉
川
惟
足
で
あ

る
。
そ
の
思
想
は
、
吉
田
神
道
と
朱
子
学
の
思
想
を
結
合
し
、
神
道
を
君
臣
関

係
を
中
心
と
す
る
倫
理
教
化
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
道
と
は
天
地
陰
陽
の
理
で
あ
り
、
天
地
と
共
に
出
現
し
た
神
に
よ
っ
て
立

て
ら
れ
た
も
の
で
、
人
た
る
も
の
の
離
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。

道
の
太
元
は
陰
陽
ぞ
。
陰
陽
則
ち
天
地
と
形
す
。
天
地
は
則
ち
夫
婦
、

父
子
、
君
臣
の
根
本
ぞ
。
天
地
合
体
し
て
万
物
を
生
ず
。
（
中
略
）
神
明

（
○
Ｏ
）

の
道
の
根
本
は
、
天
地
陰
陽
の
外
に
あ
ら
ず
。
（
『
神
道
大
意
講
談
』
）

吾
国
の
ゑ
ち
と
云
処
に
、
道
の
字
を
言
い
た
は
、
能
く
其
理
叶
ひ
た
る

故
也
。
道
須
與
不
レ
可
レ
離
と
中
庸
に
云
へ
る
に
、
よ
く
似
合
ふ
た
る
こ

と
ぞ
。
神
明
の
天
地
と
倶
に
顕
は
れ
生
じ
て
此
道
を
立
て
ら
れ
た
ぞ
。

道
は
世
界
の
海
道
の
如
し
、
（
中
略
）
人
々
ふ
ま
へ
て
居
る
道
路
の
や

う
に
、
須
與
く
も
離
る
上
こ
と
な
ぎ
も
の
は
此
道
な
り
。

（
『
神
道
大
意
講
談
』
）

二
、
道
に
神
道
・
儒
道
・
仏
道
の
ち
が
い
は
あ
る
が
そ
の
根
本
は
神
道
に
あ

る
。
神
道
の
道
は
一
般
の
道
と
異
な
り
根
源
的
、
無
限
定
的
で
あ
る
。

老
子
の
道
可
レ
道
非
二
常
道
一
は
吾
道
に
近
ぎ
か
。
弓
神
道
大
意
講
談
』
）

五



天
地
と
共
に
起
り
た
る
道
を
指
し
て
、
神
道
と
云
時
の
道
と
説
く
ぞ
．

習
ひ
の
道
は
天
地
の
以
後
ぞ
。
（
『
神
道
大
意
講
談
』
）

天
竺
漢
土
の
道
と
て
も
天
地
の
理
の
外
を
云
は
ず
。
然
れ
ど
も
其
国
の

風
に
よ
っ
て
教
る
所
に
た
が
い
有
と
い
へ
と
も
、
皆
吾
道
の
末
流
也
。

（
ｎ
コ
）

（
『
神
道
大
意
抄
』
）

三
、
道
の
本
体
、
道
の
根
源
は
天
地
未
分
の
混
沌
に
あ
る
。
混
沌
は
理
気
が
混

融
し
未
だ
万
物
を
形
成
し
な
い
状
態
を
い
う
。
そ
れ
は
同
時
に
根
源
の
神

で
あ
る
国
常
立
尊
の
本
体
で
あ
る
。

此
国
常
立
尊
と
申
す
は
、
常
の
神
に
は
非
ざ
る
也
。
天
地
に
先
立
ち
て

天
地
を
定
め
、
陰
陽
に
起
（
さ
き
だ
ち
）
て
陰
陽
に
な
る
全
体
を
か
り

に
名
付
て
神
と
云
。
（
『
神
道
大
意
講
談
』
）

四
、
こ
の
国
常
立
尊
は
．
切
を
含
で
天
地
を
も
万
物
を
も
、
生
化
す
る
処
の

太
元
」
で
あ
り
、
「
唯
一
神
」
で
あ
っ
て
、
儒
教
の
太
極
に
あ
た
る
。
そ

れ
は
人
間
に
あ
っ
て
は
神
の
計
ら
い
に
よ
り
心
の
性
と
し
て
付
与
さ
れ

る
。
こ
れ
即
ち
「
天
命
」
の
性
で
あ
る
。
（
『
神
道
大
意
講
談
』
）

五
、
こ
の
心
の
性
は
国
常
立
尊
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
気
質
に
曇
ら
さ
れ
て
性

の
十
全
な
る
発
現
が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
大
切
な
の
は
敬
（
つ
つ

し
ゑ
）
で
あ
る
。

禽
獣
に
は
天
性
は
そ
な
は
れ
ど
も
つ
つ
し
象
な
ぎ
ゆ
ゑ
に
禽
獣
と
云
・

人
は
天
に
命
ぜ
ら
れ
慎
ゑ
あ
る
故
に
、
人
は
万
物
の
長
た
り
。
つ
つ
し

み
の
道
理
を
朝
夕
合
点
す
る
と
ま
こ
と
の
人
也
。
人
を
も
己
が
心
の
吾

ま
ま
ぱ
か
り
有
と
禽
獣
と
同
じ
き
也
。
神
明
に
向
、
君
に
向
、
親
に
向

（
皿
）

も
、
ゑ
な
つ
つ
し
承
の
道
理
を
以
て
守
る
也
。
（
『
日
本
書
紀
聞
書
』
）

（
ｕ
）

善
悪
を
知
て
悪
を
忌
が
敬
な
り
。
（
『
神
代
巻
惟
足
抄
』
）

以
上
、
羅
山
・
延
佳
・
惟
足
の
神
道
思
想
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
ゑ
て
き

た
。
こ
れ
ら
三
者
の
間
に
は
い
く
つ
か
の
共
通
点
を
ゑ
て
と
る
こ
と
が
で
き

亨
（
》
●一

、
道
は
普
遍
的
な
も
の
で
あ
り
、
神
道
は
か
か
る
道
の
特
殊
的
顕
現
で
あ

六
、
こ
の
性
の
発
現
を
と
お
し
て
実
現
す
べ
き
人
た
る
の
道
と
は
、
儒
教
的
五

倫
五
常
の
道
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
君
臣
の
道
が
そ
の
中
心
で
あ
る
。
ま

た
被
治
者
に
と
っ
て
は
農
工
商
の
生
業
に
励
む
こ
と
で
あ
る
。

五
倫
は
人
道
の
当
然
に
侍
れ
ば
五
倫
の
名
目
は
儒
も
同
ふ
し
て
其
内
前

後
に
用
ゐ
替
り
侍
る
。
儒
は
孝
を
以
て
五
倫
の
第
一
と
し
侍
る
。
吾
国

は
忠
を
五
倫
の
第
一
と
し
侍
れ
ば
、
君
道
を
人
道
の
最
上
と
教
へ
給
ふ

（
雌
）

が
ゆ
へ
に
、
忠
義
を
以
て
五
倫
の
本
と
し
侍
る
。
（
『
神
学
承
伝
記
』
）

人
と
云
も
の
は
、
君
は
臣
下
万
民
を
め
ぐ
ゑ
、
臣
は
君
に
事
ま
つ
り
、

万
民
を
た
す
け
、
万
民
は
農
工
商
の
業
を
し
て
上
に
仕
へ
、
男
は
妻
を

あ
は
れ
ゑ
、
女
は
夫
を
尊
む
べ
き
由
を
、
天
よ
り
命
を
受
て
生
ず
る

也
。
（
『
神
道
大
意
講
談
』
）

七
、
世
界
万
国
の
根
元
、
神
国
た
る
日
本
に
生
を
う
け
た
神
の
子
孫
た
る
日
本

人
は
こ
の
神
道
を
こ
そ
崇
め
信
ず
べ
き
で
あ
る
。

何
れ
の
国
に
生
れ
、
い
か
な
る
人
が
、
此
道
理
を
聞
き
て
、
我
日
本
を

不
し
仰
も
の
あ
ら
ん
。
然
る
に
我
国
に
生
れ
て
、
神
の
子
孫
た
る
人
、

神
国
の
粟
を
食
み
な
が
ら
、
他
方
の
道
を
あ
が
め
、
吾
先
祖
の
道
を
不
し

知
、
た
と
ひ
万
巻
の
書
を
そ
ら
ん
ず
と
も
、
一
文
不
通
の
盲
人
と
云
く

し
。
（
『
神
道
大
意
講
談
』
）

一
一
一

一
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る
。
儒
教
も
ま
た
こ
の
普
遍
的
な
道
の
顕
現
で
あ
る
と
す
る
発
想
。

二
、
神
代
巻
や
三
種
神
器
を
儒
教
思
想
に
よ
っ
て
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

神
道
を
治
世
の
要
道
な
い
し
生
活
倫
理
と
し
て
と
ら
え
よ
う
と
す
る
道
徳

教
へ
の
志
向
性
。

三
、
日
本
の
特
殊
性
の
自
覚
と
尊
重
の
意
識
。

以
下
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
中
世
神
道
と
比
較
し
つ
つ
詳
し
く
ぶ
て
い
き

た
い
。ま

ず
、
第
一
の
神
道
と
道
の
関
係
に
つ
い
て
の
捉
え
方
で
あ
る
が
、
こ
の
よ

う
な
発
想
は
中
世
神
道
以
来
の
伝
統
的
な
発
想
で
あ
る
。
中
世
神
道
に
お
い
て

道
は
人
間
の
知
覚
を
越
え
た
絶
対
的
で
普
遍
的
な
存
在
と
さ
れ
た
。
道
は
、
そ

れ
故
、
そ
の
も
の
と
し
て
自
己
を
あ
ら
わ
に
す
る
こ
と
は
な
い
。
常
に
、
神
道

や
儒
教
、
仏
教
な
ど
の
個
別
的
な
教
え
を
と
お
し
て
自
己
を
開
示
す
る
。

こ
の
根
源
的
に
し
て
普
遍
的
な
る
道
と
そ
の
個
別
具
体
的
な
顕
現
と
し
て
の

神
儒
仏
と
い
う
考
え
方
は
中
世
の
伊
勢
神
道
が
そ
の
思
想
形
成
に
あ
た
っ
て
道

家
思
想
を
援
用
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
伊
勢
神
道
の
か
か
え
て
い
た
思
想
的

課
題
は
、
そ
の
当
時
の
本
地
垂
迩
思
想
に
も
と
づ
く
神
仏
習
合
思
想
か
ら
脱
却

し
、
カ
ミ
信
仰
を
主
体
と
し
た
神
道
思
想
を
打
ち
立
て
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ

の
た
め
に
は
、
仏
教
の
相
対
化
を
は
か
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
伊
勢
神
道

は
道
家
の
「
道
」
の
観
念
を
援
用
し
、
神
仏
と
も
に
こ
の
根
源
の
「
道
」
の
顕

現
な
り
と
す
る
こ
と
で
仏
教
の
相
対
化
を
は
か
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
は
こ
の

「
道
」
の
観
念
に
よ
っ
て
神
統
譜
の
冒
頭
に
出
現
す
る
国
常
立
尊
を
説
明
し
、

（
咽
）

神
道
の
理
論
化
の
重
要
な
柱
と
し
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
「
道
」
と
神
儒
仏
の

関
係
に
つ
い
て
の
考
え
方
と
神
国
思
想
を
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
伊
勢

神
道
は
神
道
の
存
在
意
義
を
確
立
し
得
た
の
で
あ
っ
た
。

例
を
あ
げ
よ
う
。
度
会
行
忠
は
、
そ
の
箸
『
伊
勢
二
所
太
神
宮
神
名
秘
書
』

に
お
い
て
、
神
統
譜
の
冒
頭
に
登
場
す
る
国
常
立
尊
に
つ
い
て
道
家
思
想
を
援

用
し
つ
つ
こ
う
説
明
す
る
。

籟
就
二
古
事
一
粗
考
二
元
始
一
。
古
天
地
未
し
分
。
神
聖
未
し
形
。
湛
然
凝
寂

為
二
万
化
之
本
一
。
謂
二
之
諸
神
之
本
地
一
。
杳
冥
晄
惚
莫
レ
測
二
涯
際
一
。
天

法
し
道
而
精
気
自
成
焉
。
地
法
し
天
而
万
物
成
長
焉
。
惣
道
始
無
二
形
状
》

而
能
為
二
万
物
一
設
二
形
象
一
。
生
一
於
虚
無
之
中
一
受
二
大
意
之
象
一
者
也
。
故

日
。
道
生
二
陰
陽
一
。
々
々
生
二
和
清
濁
一
。
三
気
分
為
二
天
地
人
一
。
々
々

々
生
二
万
物
一
。
若
下
道
散
為
二
神
明
一
。
流
為
二
日
月
一
・
分
為
二
五
行
一
・
万

（
鵬
）

物
之
僕
散
則
為
中
器
用
上
也
。

さ
ら
に
、
度
会
家
行
の
『
類
聚
神
祇
本
源
』
は
、
冒
頭
の
天
地
開
關
篇
に
お
い

て
、
ま
ず
漢
家
の
部
を
立
て
て
、
『
老
子
道
徳
経
』
『
老
子
述
義
』
『
荘
子
』

等
の
道
家
思
想
、
さ
ら
に
は
『
周
子
通
書
』
な
ど
の
説
を
引
い
て
天
地
の
始
源

に
つ
い
て
説
い
て
い
る
。
家
行
は
ま
た
同
書
の
神
道
玄
義
篇
の
末
尾
に
お
い
て

（
鴫
）

「
神
道
之
奥
頤
。
古
典
之
旨
帰
。
大
底
雛
二
一
致
一
。
依
レ
見
有
二
異
端
一
。
」
と

述
べ
、
神
儒
仏
道
等
諸
の
教
の
一
致
を
認
め
る
。

他
｛
処
神
仏
習
合
の
思
想
的
な
基
盤
を
な
し
た
仏
教
の
本
覚
思
想
や
本
地
垂

迩
思
想
も
ま
た
、
中
世
の
三
教
一
致
思
想
を
醸
成
す
る
一
翼
を
担
っ
た
も
の
と

お
も
わ
れ
る
。

か
く
し
て
、
儒
仏
道
の
教
え
を
神
道
の
教
説
に
援
用
す
る
こ
と
は
当
然
の
こ

と
と
さ
れ
る
が
、
か
か
る
発
想
の
背
後
に
は
、
根
源
的
に
し
て
普
遍
的
な
る

「
道
」
と
そ
の
特
殊
的
顕
現
と
し
て
の
神
儒
仏
と
い
う
思
想
が
存
在
し
て
い

る
。
「
仏
法
は
万
法
の
花
実
た
り
。
儒
教
は
万
法
の
枝
葉
た
り
。
神
道
は
万
法

（
妬
）

の
根
本
た
り
。
彼
の
二
教
は
皆
是
れ
神
道
の
分
化
也
。
」
と
の
有
名
な
根
葉
花
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実
論
や
、
吉
田
兼
倶
の
「
神
と
云
ひ
儒
と
云
ひ
仏
と
云
ひ
、
そ
の
道
一
な
り
」

（
Ⅳ
）

（
『
日
本
書
紀
神
代
抄
』
）
な
ど
の
言
葉
に
示
さ
れ
る
三
教
一
致
思
想
は
、
こ

の
よ
う
な
中
世
の
「
道
」
の
観
念
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
道
」
の
根
源
性
、
無
限
定
性
の
強
調
は
元
来
教
典
や
体
系
的
教
え
を
持
た

な
か
っ
た
神
道
が
儒
仏
道
の
教
え
に
対
時
し
う
る
教
説
を
う
ち
た
て
よ
う
と
し

な
が
ら
も
、
こ
れ
ら
他
の
教
え
に
立
脚
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
自
己
を
開
示

し
え
な
か
っ
た
こ
と
の
当
然
の
帰
結
で
あ
っ
た
。
近
世
の
儒
家
神
道
も
ま
た
か

か
る
中
世
以
来
の
伝
統
的
な
道
の
観
念
を
継
承
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
安
ん
じ

て
儒
教
思
想
と
神
道
を
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
道
と
神
道
の
関
係
に
つ
い
て
の
発
想
は
、
「
風
士
論
」
的
考
え

方
と
結
び
付
い
て
神
道
の
独
自
性
の
主
張
へ
と
展
開
す
る
。
つ
ま
り
儒
教
は
中

国
に
相
応
の
、
仏
教
は
イ
ン
ド
に
相
応
の
教
え
で
あ
る
。
そ
し
て
日
本
に
相
応

の
教
え
は
神
代
以
来
の
神
道
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
惟
足
が
「
其
土
地
に

随
ひ
て
、
相
応
の
教
へ
」
「
其
教
の
言
は
、
其
土
地
の
人
情
に
よ
る
」
と
土
地

・
人
情
を
強
調
す
る
の
は
か
か
る
考
え
方
を
示
す
。
延
佳
の
「
理
は
異
国
の

理
、
我
国
の
理
と
て
二
つ
な
け
れ
ど
も
、
法
は
形
に
あ
ら
は
れ
た
る
も
の
な
れ

ば
差
別
あ
り
」
と
の
言
葉
も
か
か
る
考
え
方
の
現
れ
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

延
佳
や
惟
足
が
儒
仏
の
教
え
を
援
用
し
て
も
習
合
し
て
は
な
ら
な
い
と
主
張
す

る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
そ
の
国
に
は
そ
の
国
相
応
の
教
え
が
あ
る
と
の
考
え
方

に
よ
る
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。

第
二
の
道
徳
的
な
教
え
と
し
て
の
神
道
の
主
張
は
、
中
世
神
道
と
儒
家
神
道

と
を
分
か
つ
最
も
大
き
な
点
で
あ
る
。
確
か
に
中
世
神
道
に
も
こ
の
よ
う
な
神

道
観
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
南
北
朝
期
の
動
乱
の
時
代
に
生
き
た

慈
遍
や
北
畠
親
房
等
の
神
道
観
に
は
こ
の
よ
う
な
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。
慈
遍

は
言
う
。天

地
一
人
の
皇
徳
を
君
の
道
と
名
付
く
。
抑
、
我
国
に
は
是
を
神
道
と
申

（
肥
）

せ
り
。
（
『
豊
葦
原
神
風
和
記
』
）

北
畠
親
房
ま
た
三
種
神
器
の
解
釈
を
軸
と
し
つ
つ
、
君
臣
上
下
の
則
る
べ
き

「
神
国
の
要
道
」
と
し
て
神
道
を
と
ら
え
て
い
る
。
『
元
元
集
』
神
国
要
道
篇

に
お
い
て
、
親
房
は
こ
う
説
い
て
い
る
。

古
欲
下
御
二
大
道
一
明
中
明
徳
上
者
、
先
修
二
其
身
一
、
修
二
其
身
一
者
、
先
し

正
二
其
心
｜
、
欲
し
正
二
其
心
一
者
、
在
二
子
致
戸
知
、
学
者
伝
習
分
し
派
異
レ

流
、
雛
し
云
二
釈
氏
金
口
之
八
万
、
李
老
玄
言
之
五
千
一
、
大
底
不
レ
出
二
此

義
一
也
、
（
中
略
）
皇
祖
天
照
太
神
手
持
二
三
種
宝
器
一
、
口
伝
二
三
句
要

道
一
、
与
二
日
月
一
倶
懸
、
与
二
天
地
一
倶
不
レ
朽
者
也
、
伝
二
瓊
玉
一
者
、
欲

使
下
修
二
其
身
一
克
妙
上
、
伝
二
宝
鏡
一
者
、
欲
し
使
下
正
二
其
心
一
克
明
上
也
、

伝
二
神
剣
一
者
、
欲
し
使
下
致
二
其
知
一
克
断
上
也
、
修
レ
身
如
レ
瓊
無
二
傷
害
之

危
一
、
正
し
心
如
レ
鏡
無
二
毫
麓
之
邪
一
、
致
し
知
之
道
無
し
他
、
所
レ
向
必
於
レ

仁
、
元
慾
舎
レ
己
不
レ
怠
不
修
荒
、
為
し
民
有
レ
功
者
、
以
二
無
私
一
而
即
賞
、

為
し
国
有
し
害
者
、
以
二
元
私
一
而
即
罰
、
造
次
顛
浦
不
レ
主
二
喜
怒
之
情
一
、

仁
而
中
し
道
、
此
以
為
し
得
也
、
伏
翼
御
宇
之
聖
皇
在
官
之
八
十
氏
人

等
、
留
二
心
於
此
道
一
、
与
レ
神
斉
二
其
明
一
者
、
安
二
諸
天
下
一
在
二
於
掌
中
一

（
四
）

焉
。

し
か
し
な
が
ら
中
世
神
道
の
総
決
算
と
も
い
う
べ
き
吉
田
神
道
に
お
い
て

は
、
こ
の
よ
う
な
神
道
の
道
徳
的
側
面
の
主
張
は
後
退
し
、
天
地
自
然
と
の
宗

教
的
一
体
化
の
境
地
の
達
成
を
眼
目
と
す
る
悟
道
的
神
道
観
が
強
く
打
ち
出
さ

（
”
）

れ
る
。
神
道
と
は
「
心
を
守
る
道
」
（
『
神
道
大
意
』
）
で
あ
り
、
「
心
地
修
行
」

（
別
）

（
『
日
本
書
紀
神
代
抄
』
）
で
あ
る
。
心
は
天
地
の
霊
性
で
あ
る
神
の
宿
る
と
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こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
心
を
媒
介
と
し
て
天
地
の
霊
性
た
る
神
と
の
宗
教
的
一
体

化
の
境
地
に
到
達
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
神
道
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

近
世
の
儒
家
神
道
は
か
か
る
中
世
神
道
を
世
俗
世
界
へ
と
引
き
戻
そ
う
と
す

る
運
動
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
儒
教
、
と
り
わ
け
宋
学
の
思
想
を
神
道
と
結
び
つ

け
神
道
を
新
し
い
時
代
に
適
合
す
る
思
想
へ
と
脱
皮
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
神
代
巻
の
神
統
譜
を
宋
学
の
宇
宙
論
や
易
に
よ
り
解
釈
す
る

こ
と
、
三
種
神
器
を
儒
教
的
徳
治
主
義
思
想
に
よ
っ
て
意
味
づ
け
る
こ
と
、
万

世
一
系
の
皇
統
の
連
綿
性
を
道
が
実
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
証
明
と
す
る
こ
と

な
ど
に
よ
っ
て
、
神
道
と
儒
教
と
の
適
合
性
を
説
い
て
い
る
。
か
く
し
て
人
間

が
天
地
自
然
へ
と
解
放
さ
れ
る
回
路
と
し
て
の
心
は
世
俗
道
徳
の
実
践
主
体
と

し
て
の
心
へ
と
意
味
づ
け
し
な
お
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
神
は
人
間

の
倫
理
性
の
根
拠
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
に
い
た
る
。
延
佳
や
惟
足
の
書
物
に

お
い
て
し
ば
し
ば
天
と
い
う
言
葉
が
も
ち
い
ら
れ
、
し
か
も
神
と
互
換
性
を
持

つ
使
い
方
が
な
さ
れ
て
い
る
の
は
、
か
か
る
神
観
念
の
変
化
を
よ
く
物
語
っ
て

い
る
。さ

て
、
そ
こ
で
実
現
さ
る
べ
き
道
と
は
五
倫
五
常
の
道
で
あ
る
が
、
同
時
に

農
工
商
の
職
分
の
遂
行
を
神
道
の
道
と
し
て
強
調
し
て
い
る
点
は
、
近
世
社
会

に
適
合
的
な
道
と
し
て
の
神
道
の
提
唱
と
い
う
儒
家
神
道
の
性
格
を
よ
く
示
し

て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
日
用
生
活
の
道
と
し
て
の
神
道
の
提
唱
は
、
中
世

に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
新
し
い
神
道
観
と
し
て
歴
史
的
に
大
き
な
意
味
を
も
っ

て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

神
道
が
儒
教
、
と
り
わ
け
宋
学
と
結
び
付
い
た
こ
と
は
、
仏
教
を
否
定
的
に

と
ら
え
る
主
張
を
導
き
出
す
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
一
面
で
は
神
道
の
世

俗
化
の
要
請
の
帰
結
で
も
あ
っ
た
。
と
も
あ
れ
、
こ
こ
に
中
世
ま
で
深
く
結
び

付
い
て
い
た
神
仏
関
係
は
精
算
を
せ
ま
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
以
後
か
か
る
考

え
方
が
神
道
の
主
流
を
し
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

第
三
の
点
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
日
本
の
特
殊
性
を
自
覚
し
、
そ
れ
を
尊
重

す
る
考
え
方
は
中
世
以
来
神
道
思
想
の
中
に
一
貫
し
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
根
幹
は
神
国
思
想
で
あ
る
。
そ
の
も
っ
と
も
典
型
的

な
例
は
、大

日
本
者
神
国
也
。
天
祖
ハ
ジ
メ
テ
基
ヲ
ヒ
ラ
キ
、
日
神
ナ
ガ
ク
統
ヲ
伝

給
フ
。
我
国
ノ
ミ
此
事
ア
リ
。
異
朝
一
天
其
タ
グ
ヒ
ナ
シ
。
此
故
二
神
国

（
”
）

ト
云
也
。
（
『
神
皇
正
統
記
』
）

と
の
著
名
な
言
葉
で
知
ら
れ
る
北
畠
親
房
の
神
国
観
で
あ
ろ
う
。
即
ち
日
本
の

神
国
た
る
所
以
は
神
々
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
国
、
日
神
の
子
孫
た
る
皇
統
の
連

綿
た
る
国
、
君
臣
と
も
に
神
々
の
子
孫
た
る
国
、
と
い
う
特
殊
性
に
求
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
神
国
思
想
は
儒
家
神
道
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

に
加
え
る
に
、
儒
家
神
道
で
は
か
か
る
神
国
に
生
を
受
け
た
も
の
は
日
本
の
道

た
る
神
道
を
奉
ず
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
「
内
外
本
末
の
弁
」
と
も
い
う
べ
き

主
張
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
た
と
え
ば
延
佳
の
「
忠
厚
の
道
」
の
強
調
が
こ
れ

に
あ
た
る
。

日
本
国
の
人
民
、
天
竺
・
震
旦
の
宗
旨
を
立
て
、
天
竺
・
震
旦
を
尊
て
我

国
を
ぱ
夷
狄
ぞ
、
粟
散
国
ぞ
、
な
ど
い
や
し
む
事
も
忠
厚
の
道
な
ら
ず
。

（
『
太
神
宮
神
道
或
問
』
）

惟
足
ま
た
同
様
で
あ
る
（
七
）
・
こ
の
よ
う
な
「
内
外
本
末
」
の
発
想
は
先
に

述
べ
た
神
と
儒
の
習
合
を
嫌
い
我
が
国
固
有
の
道
と
し
て
の
神
道
を
う
ち
た
て

よ
う
と
す
る
意
識
と
連
関
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
同
時
に
、
儒
教
的

華
夷
思
想
の
影
響
が
は
た
ら
い
て
い
る
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。
と
も
あ
れ
、
か

九



以
上
、
本
稿
で
は
羅
山
・
延
佳
・
惟
足
の
三
人
の
神
道
思
想
を
中
世
神
道
と

の
連
続
と
非
連
続
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
し
た
。
近
世
に
入
り
、
神
道
は
ま
ず

儒
教
思
想
、
と
り
わ
け
宋
学
の
思
想
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
世
社

会
に
適
合
的
な
教
え
へ
と
脱
皮
を
は
か
る
。
そ
の
場
合
、
普
遍
的
な
「
道
」
と

そ
の
特
殊
的
顕
現
と
し
て
の
神
道
と
い
う
外
来
思
想
摂
取
の
論
理
は
、
中
世
神

道
に
お
け
る
儒
仏
道
摂
取
の
論
理
と
共
通
す
る
。
こ
の
「
道
」
を
め
ぐ
る
普
遍

と
特
殊
の
関
係
性
の
論
理
は
中
世
以
後
の
神
道
思
想
に
お
け
る
外
来
思
想
受
容

の
論
理
と
し
て
一
貫
し
て
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
同
時
に
優
越
の

論
理
と
し
て
も
機
能
し
た
。
何
故
な
ら
、
形
式
的
に
は
普
遍
と
特
殊
の
関
係
は

容
易
に
樅
換
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
平
田
篤
胤
の
思
想
は
そ
の
よ
い
事
例
で
あ

ブ
（
》
◎

日
本
的
特
殊
性
の
強
調
は
、
中
世
以
来
の
神
道
思
想
に
共
通
す
る
問
題
で
あ

る
が
、
儒
教
思
想
の
影
響
に
よ
る
内
外
本
末
を
名
分
と
す
る
日
本
中
心
主
義
の

論
理
は
、
儒
家
神
道
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
説
き
出
さ
れ
、
以
後
の
神
道
思
想
に

影
響
を
与
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
外
来
思
想
を
受
容
す
る
こ
と
を
通

し
て
自
ら
を
開
示
し
よ
う
と
し
た
神
道
に
と
っ
て
、
そ
の
独
自
性
を
保
つ
た
め

の
論
理
と
し
て
登
場
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
に
神
道
は
、
中

世
以
来
の
神
国
思
想
に
あ
わ
せ
て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
確
保
の
新
た
な
論
理

を
獲
得
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
儒
家
神
道
は
儒
教
思
想
の
受
容
を
通
し
て
仏
教
思
想
の
排
除

と
、
人
倫
の
道
、
日
用
生
活
の
道
と
し
て
の
神
道
観
を
説
く
。
こ
の
点
は
中
世

神
道
と
大
き
く
相
違
す
る
面
で
あ
る
。
そ
れ
は
ひ
と
つ
に
は
儒
教
、
と
り
わ
け

か
る
発
想
も
ま
た
儒
家
神
道
と
と
も
に
新
た
に
現
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

宋
学
の
思
想
に
影
響
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
が
、
ひ
と
つ
に
は
時
代
思
潮
の
反
映

で
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
同
時
に
伝
統
的
な
カ
ミ
信
仰
の
も
っ
て
い
た
現
世
主

義
的
生
命
観
が
基
盤
と
し
て
存
在
し
、
そ
れ
が
儒
教
思
想
に
よ
っ
て
触
発
さ
れ

た
と
い
う
側
面
も
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
単
純
に
儒
教
が
時

代
の
支
配
的
思
想
と
な
っ
た
か
ら
儒
家
神
道
が
形
成
さ
れ
た
と
断
ず
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

注

（
１
）
今
中
寛
司
『
近
世
日
本
政
治
思
想
の
成
立
』
二
七
一
頁
’
二
八
七
頁

参
照
。

（
２
）
拙
稿
「
林
羅
山
の
神
道
思
想
」
（
『
季
刊
日
本
思
想
史
』
第
五
号
）
。

（
３
）
肥
後
和
男
「
林
羅
山
の
神
道
思
想
」
（
『
史
潮
』
第
四
年
第
二
号
）

お
よ
び
岩
橋
小
弥
太
「
理
当
神
道
切
紙
」
（
『
神
道
史
叢
説
』
）
参
照
。

（
４
）
以
下
、
『
神
道
伝
授
抄
』
か
ら
の
引
用
は
、
神
道
大
系
論
説
編
二
十

『
藤
原
猩
窩
・
林
羅
山
』
に
よ
る
。

（
５
）
以
下
、
『
羅
山
林
先
生
文
集
』
か
ら
の
引
用
は
、
『
林
羅
山
文
集
』

下
巻
に
よ
る
。

（
６
）
以
下
、
『
神
道
秘
伝
折
中
俗
解
』
か
ら
の
引
用
は
、
神
道
大
系
論
説

編
二
十
『
藤
原
猩
窩
・
林
羅
山
』
に
よ
る
。

（
７
）
以
下
、
『
太
神
宮
神
道
或
問
』
お
よ
び
『
陽
復
記
』
か
ら
の
引
用

は
、
大
神
宮
叢
書
『
度
会
神
道
大
成
』
後
篇
に
よ
る
。

（
８
）
以
下
、
『
神
道
大
意
講
談
』
か
ら
の
引
用
は
、
大
日
本
文
庫
神
道
篇

『
吉
川
神
道
』
に
よ
る
。

（
９
）
神
道
大
系
論
説
篇
十
『
吉
川
神
道
』
、
三
九
三
頁
．

一

○



（
⑱
）
大
日
本
文
庫
神
道
篇
『
吉
川
神
道
』
、
六
五
頁
。

（
Ⅱ
）
同
書
、
三
○
三
頁
。

（
岨
）
『
続
灸
群
書
類
従
』
第
一
、
七
八
一
’
七
八
二
頁
。

（
過
）
拙
稿
「
伊
勢
神
道
の
形
成
と
道
家
思
想
」
（
『
東
北
大
学
日
本
文
化

研
究
所
研
究
報
告
』
第
一
三
集
）
・

（
ｕ
）
大
神
宮
叢
書
『
度
会
神
道
大
成
』
前
篇
、
一
八
○
頁
。

（
焔
）
同
書
、
六
九
五
頁
。

（
焔
）
日
本
思
想
大
系
『
中
世
神
道
論
』
、
二
三
四
頁
。

（
Ⅳ
）
国
民
精
神
文
化
文
献
二
○
『
日
本
書
紀
神
代
抄
』
、
一
五
一
頁
。

（
肥
）
『
続
々
群
書
類
従
』
第
一
、
九
九
頁
。

（
的
）
平
田
俊
春
『
元
元
集
の
研
究
』
、
二
○
二
’
二
○
三
頁
。

（
別
）
神
道
大
系
論
説
篇
八
『
卜
部
神
道
』
上
、
一
八
頁
。

（
別
）
国
民
精
神
文
化
文
献
二
○
『
日
本
書
紀
神
代
抄
』
、
四
七
頁
。

（
〃
）
日
本
古
典
文
学
大
系
『
神
皇
正
統
記
・
増
鏡
』
、
四
一
頁
。

（
東
北
福
祉
大
学
助
教
授
）

一
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